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中学部第３学年進路学習 
 中学部３学年では、卒業後の生活や進路を考えることを目的に、進路学習を行っています。 

 ７月には、本校高等部の先生とくぼた校の先生を講師に招き、高等部の学習や

学校生活について分かりやすく説明していただきました。高等部の時間割や作業

学習の内容、産業現場等における実習や修学旅行などの行事について話を聞くこ

とで、高等部の生活をイメージしたり、高校生になることに関心をもったりする

など、期待感が高まりました。また、施設・授業見学では、作業学習の様子を見

せていただきました。真剣な表情で、集中して作業に取り組む先輩方の姿を見て、

「高等部に進学したら、僕もこの作業をやってみたい。」「高校生はやっぱりすご

い！」などの感想をもちました。生徒一人一人が、「高校生になること」を意識し、

「高校生になるために頑張ること」を考える機会となりました。 

 ９月には産業現場等における実習（Ｂ型事業所、生活介護事業所で行う２日間の実習）を予定していましたが、

新型コロナウイルス感染症拡大により、中止となってしまいました。そのため、校内のワーキングウィークでは、

挨拶、報告、丁寧な作業など、仕事をするために重要なことを確認し、一人一人が目標をもって取り組みました。 

 １２月からは各学級でそれぞれの進路決定に向けての学習が始まり、高等部入学者選抜に向け学習を行ってい

きます。一人一人が自信をもって希望の進路に進めるように、丁寧に学習を進めていきたいと思います。 

障害者就職面接会について 
 企業及び就労継続支援Ａ型事業所への就労を希望する高等部３学年を対象に、障害者就職面接会に参加してい

ます。今年度は、１０月にハローワーク主催の「いわき障害者ミニ就職面接会（リモート面接会）」に生徒１名、

１１月にいわき市職親会主催の「いわき地区障がい者就職面接会」に生徒３名がそれぞれ参加をしました。生徒

たちは、とても緊張しながらも、自分の言葉で企業担当者と面談を行うことができました。 

 

 

 

 

障害者就職面接会の面接は、正式面接前の「予備面談」になっています。 

企業担当者は、仕事内容や労働時間、賃金等の説明を行い、面接を受ける者は自分の障がいの状況や希望条件、

働く場合に配慮して欲しいこと等を企業担当者に説明を行います。 

 

 

障害者就職面接会終了後、企業担当者から「正式面接」を行うかどうかの連絡があります。「正式面接」を行わない

場合は、「不採用」の連絡があります。 

 

 

障害者就職面接会では、「面接シート」が必要になりますので、事前に記入をして当日持参します。この面接シートは、

所持している障害者手帳の種類や希望する労働時間等を記入することになります。自分がどのように働いていきたいか

について、保護者の方と相談しておきましょう。 

    なお、この障害者就職面接会に申し込むためには、ハローワークの障害者求職登録が必要になります。障害者求職

登録につきましては、「進路だより 第３号」に掲載していますので、ご覧ください。 

障害者就職面接会に関するQ＆A 

Q１ 障害者就職面接会では、どのような内容を行いますか？ 

Q２ 障害者就職面接会の結果は、どのような方法で分かりますか？ 

Q３ 障害者就職面接会に参加する際の準備物は何ですか？ 



「高等部後期産業現場等における実習」を終えた生徒の声 

 

 

 私は、ハニーズハートフルで５日間の実習をしてきました。前期の実習で課題となった「分からないこと

があったらすぐに確認をすること」「報告・連絡・相談」を意識して取り組みました。清掃の仕事をしてい

て、分からないことがあった時にすぐ職員さんに聞くことや、仕事が終わったらきちんと報告することがで

きました。 

 実習を通して課題だと感じたところは、清掃をしている時に、ほうきやモップを壁やドアにぶつけてしま

ったことです。課題を解決するために、学校で清掃する時も丁寧に取り組むことを心掛けていきたいです。 

３年間の産業現場実習を通して、私は分からないことを聞くことができるようになりました。社会人にな

ってからも分からないことをそのままにせず、正確に一定のスピードで仕事をし、周囲の人の役に立つこと

ができるように頑張りたいです。                       （高等部３年男子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は５日間、ヤマト運輸神谷センターで後期の産業現場等における実習を行いました。仕事の内容は、荷

物の仕分け、新型コロナウイルス対策としての消毒、伝票切り、シュレッダー、書類の検印、荷物の発送準

備などでした。特に、私が一番大変だった仕事は、重い物を持つ仕分け作業でした。大変でしたが、荷物を

出した方々のことを思いながら仕分けをしました。また、初めて検印の仕事を任せていただいたのでとても

緊張しました。 

今後の課題は、相手に伝わる返事をして行動することです。実習中、返事が相手に伝わらない時があった

ので、返事をしてから行動することを意識していこうと思います。 

今回の実習はコロナウイルスの影響により一週間だけでしたが、やったことのない仕事をすることができ、

とても充実した現場実習でした。                       （高等部３年男子） 

 

 

〈緑化作業〉 〈部品の組み立て〉 

〈シーラー作業〉 〈段ボール並べ〉 


